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 2-1　おおたオープンファクトリー（OOF）　
　　　［5th(2015) 〜 8th(2018)］の展開

　オープンファクトリーとは、特定の
地域において、期間限定で複数の工場
を公開し、来訪者に対して見学・体験
プログラムやツアーを提供し、モノづ
くり及びモノづくりのまちを地域内外
にアピールするイベントのことであ
る。東京都大田区では、一般社団法人
大田観光協会を事務局とし、地元工業
団体である工和会協同組合、大学等か
ら構成される「おおたオープンファク
トリー実行委員会」が組織され、東急
多摩川線沿いの下丸子駅・武蔵新田駅
周辺エリア（新田丸エリア）において、
2012 年 2 月 4 日（土）に第１回が
行われた。以後、おおよそ年１回のペー
スで継続的に開催され、対象エリアや
企画・運営メンバーを拡大しながら、

2018 年秋に第 8 回目を迎えた。
　その間、新聞やテレビ等のメディア
での露出や、「産業観光まちづくり大
賞 金賞」受賞などの表彰機会に恵ま
れたことなどにより（右表）、もはや
区内の一地域のイベントではなく、大
田区全体のモノづくりの価値や魅力を
発信する絶好の機会となっている。ま
た、モノづくりの現場に魅力的な人材
を惹きつけるプラットフォームにも
なっている。
　右のグラフに示すとおり、第５回以
降は参加工場数 60 社前後および来訪
者数 4000 人前後と、安定傾向にあ
ることが分かる。その背景としては、
第４回までにおおかたエリアの拡張が
実現したため、イベントの開催エリア

や形式が概ね整えられたことで、その
後は既存コンテンツの質を高めたり、
企画や運営に関わる新たな人材を巻き
込んだりすることに注力してきたこと
が挙げられる。このことは、イベント
のテーマが、長らく「職人が一番しゃ
べる１週間（１日）」で統一されてい
ることからも裏付けられる。また、当
初は台風や大雪など天候面での不運も
あったが、近年は総じて好天に恵まれ
ている。
　 本 項 で は、「 大 田 モ ノ・ ま ち
BOOK2014」ですでに紹介した第４
回以降の４回分（OOF 5th 〜 8th）
を振り返る。

安定期に入った OOF
おおたオープンファクトリー (OOF) のあゆみ

日付 報道・表彰など
2012 年 2 月 3 日 日本経済新聞　「観光協会，首都大などツアー　大田ものづくり体験」
2012 年 2 月 4 日 NHK ニュース 7　
2013 年 11 月 第 7 回産業観光まちづくり大賞金賞　公益社団法人日本観光振興協会
2014 年 12 月 16 日 朝日新聞夕刊 1 面　「オープン町工場魅力発信」
2015 年 1 月 大田ブランド登録
2017 年 1 月 30 日 とくらく（東急電鉄の web メディア）　

第 6 回 おおたオープンファクトリー「モノづくりたまご」ドキュメント
2017 年 9 月 「第３回ジャパン・ツーリズム・アワード」地域部門賞
2017 年 11 月 25 日 NHK 首都圏ネットワーク
2018 年 1 月 31 日 とくらく（東急電鉄の web メディア）　

第 7 回 おおたオープンファクトリー 舞台裏で支える人たち
2018 年９月 「第４回ジャパン・ツーリズム・アワード」地域部門賞

回 日程 テーマ 参加企業数 来訪者数
第５回 2015/11/28 〜 12/5 職人が一番しゃべる一週間 55 社 3500 人
第６回 2016/11/26 〜 12/3 職人が一番しゃべる一週間 61 社 3300 人
第７回 2017/11/25 〜 12/2 職人が一番しゃべる一週間 60 社 4000 人
第８回 2018/9/29 〜 11/24 職人が一番しゃべる日 60 社 4063 人

メディアでの報道や表彰（主要なもの）

第５回以降のおおたオープンファクトリーの実施概要

おおたオープンファクトリーの来訪者数・参加工場数の推移

おおたオープンファクトリースタッフ」集合写真。

第 5 回おおたオープンファクト
リー（2015/11/28 〜 12/4）

　第 4 回時に従来の開催地である下
丸子駅・武蔵新田駅周辺から臨海部に
エリアは拡大されたが、第 5 回から
はエリアごとに開催日を分けることと
なり、２週にわたりオープンファクト

リーを実施することとなった。くわえ
て、島部（京浜島・城南島）を新たに
対象地とし、バスツアーが企画された。
また、間の平日は「ウィークデイプロ
グラム」として、「くりらぼ多摩川」で、
カフェや展示企画を実施した。
　また、第 4 回時に「モノづくり観
光サポーター」として一般公募による

ボランティア組織を結成したが、第 5
回では、チームとして愛着を持てるよ
う名称を「ねじまき隊」（後述）に改め、
オープンファクトリーのイベント当日
だけでなく連続講座を受講しながら大
田のモノづくりや工場に関わりを深め
ていけるような仕組みづくりを行っ
た。




